
　令和６年度 特別支援学校寄贈物品　使用状況報告書　【1年目】

  対  象 　　視覚障害 　　聴覚障害 　　知的障害 　　肢体不自由 　　　病弱

設 置 部 　　幼稚部 　　小学部 　　中学部 　　高等部 　　　

全校児童･生徒数

1．使用状況

今後の活用の
見通しや課題

その他
希望や所感など

使用学年及び人数

静岡県立袋井特別支援学校 磐田見付分校ＰＴＡ

51人

高等部１年生～３年生　16名

スクールミシン

週２回程度

・本校の授業で行われている、自主生産作業縫製班の作業学習において、
週に２回程度使用している。
・縫製班では、寄贈していただいたミシンを使用して、トートバッグ、ボックス
ポーチ、畳を使ったティッシュケースなどの製品作りを進めている。今後、予
定されている販売会に向けて製品作りを進めていく予定である。

・ミシンに糸のかけ方や操作の手順がひと目でわかるイラストが表示されてい
ることで、作業の準備がスムーズになった。
・自動糸調子がついていることで、薄手の布から厚手の布まできれいに縫う
ことができるようになった。

・スクールミシンを寄贈していただいたが、活用できていない機能があるた
め、今後更に活用しての製品作りに取り組んでいきたい。具体的には、ミシ
ンに表示されているメジャーを使用したり、大型ダイヤルを使用したりして、
縫い目のあらさを調節しながら作業に取り組んでいきたい。
・ミシンの使用方法の基礎基本がイラストや言葉で表示されており、初心者
でも分かりやすいため、来年度は１年生が使用できるように検討していきた
い。

・これからも継続的にスクールミシンを活用し、販売会に向けて質の良い製
品を作っていきたい。
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２．活用の様子


